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環境にやさしい
植物油インキ使用

ユ ニ バ ー サ ル
デザインフォント

令和3年4月1日現在

人口数 （-97）男性数 （-39）女性数 （-58）
40,951 人 20,856 人 20,095 人
世帯数 （+42）※（　）前月比
17,624 世帯 【住民基本台帳人口】

10言語対応！音声読み上げ対応！
「広報かすみがうら」デジタルブック

スマホやタブレットで！
見て楽しむ！耳で楽しむ！
多言語で楽しむ！

対応言語 ： 日本語、 英語、 中国繁体語、 中国簡体語、 韓国語、 タイ語
ポルトガル語、 スペイン語、 インドネシア語、 ベトナム語

↑詳細↑

無料ア
プリで

いつでもどこでも

帆引き船を活用した漁法は、霞ヶ浦を代表する原
風景として、多くの方に親しまれながら後世に伝え
られてきました。帆引き船の歴史は古く、明治 13
年から昭和 42 年ごろまで 80 年以上、シラウオ漁
やワカサギ漁の花形漁法として、一世を風靡してい
ました。

帆引き船は、風の力を利用して船体を真横にスラ
イドさせながら網を引いていきます。この漁法では、

帆に受ける風の力と網の重さで絶妙にバランスが保
たれ、凧の原理が応用されていることが、画期的で
最大の発明ともいえます。

一方で、この漁法の特殊性から、操業には卓越し
た技術と勘が必要となります。そのため、今後もこ
の風景を伝えていくためには、後継者の育成が最も
重要な課題となっています。地域全体でこの素晴ら
しい文化を守るため、皆さんも操業活動に参加して
みませんか。後継者の募集は随時行っていますので、
お問い合わせをお待ちしています。

今年は、5 月 1 日と 2 日に観光帆引き船の先行
操業を予定していますので、春の風を受ける貴重な
帆の姿を、ぜひご覧になってください。
問 観光課（霞ヶ浦庁舎）

シリーズ④　�霞ヶ浦の原風景を
今に伝える帆引き船

市内の桜めぐり

寒かった日々が過ぎ去り、もうすっかり春ですね。そうだ！桜めぐりをしよう！！

かすみがうら市内には、まだまだたくさんの桜スポットがあるよ。
おすすめスポットがあったらぜひ教えてね♪
来年は、みんなで楽しくお花見ができるといいな。

【南圓寺の桜】
とても珍しい桜が咲いて
いたよ！幸せを呼んでく
れる鬱

う こ ん

金桜や県内でも数
少ない御

ぎょいこう

衣黄桜は、花びら
が緑色に咲いていたよ！

【下大津の桜】
樹齢 100 年を超える市指
定天然記念物の桜で、県
内のソメイヨシノとして
は屈指の古木といわれて
いるよ。

【あゆみ庵の桜】
あゆみ庵では、土日に
抹茶の給仕をしている
よ。抹茶を楽しみなが
らの桜見物もいいね！

【歴史博物館の桜】
桜とお城のコラボレー
ションは、とても風情
があるね！桜の時期に
合わせて、ライトアッ
プもしているよ。
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